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（ 続紙 １ ）                             

京都大学 博士（  農 学  ） 氏名  小谷 稔 

論文題目 
植民地朝鮮における地方青年の教育経験 
―1920〜30年代農業学校・農業補習学校をめぐって― 

 
（論文内容の要旨） 
 
 本論文の目的は、1920〜30年代植民地朝鮮における地方青年の教育経験につい
て、農業学校と農業補習学校に着目して明らかにすることである。 
 植民地朝鮮教育史のみならず、近代〜解放後の韓国・朝鮮史をめぐっては、経済
史を中心とした「植民地収奪論」と「植民地近代化論」との間での議論の応酬、そ
して「近代」自体を批判あるいは相対化する「植民地近代」論へとパラダイムが変
化してきた。その中で植民地教育は様々な語られ方をしてきたが、地方青年・農村
青年を主たる対象とした両学校での教育を扱う本論文は、「植民地近代」論を参照
しながら、第一に教育との関係において、①両学校が朝鮮社会にとって持った意
味、②学校に通う学生・生徒の論理、③フーコー的な「規律権力」との距離、第二
に学校に通う農村青年が暮らしていた、あるいは卒業後に暮らすことになる農村と
の関係において、①先行研究でテクノクラート型の対日協力者として議論されてい
る「農村エリート」の実態解明（分節化）、および②彼らが経験した教育過程、こ
れらの分析を主たる問題関心として掲げた。そして、当時教育を受けた「ひとびと
の歴史」を意識化するために、「教育経験」という概念を援用した。 
 従来の教育史研究においては、普通学校中心、および実業教育偏重という植民地
教育政策への批判という問題関心から、初等教育（における実業教育）の批判的分
析、および初等学校に至らない各種教育施設の民族教育の試み、あるいは「実業教
育ではない教育」への志向（高等普通学校や私立学校）の研究が盛んに行われてき
た。しかし、初等教育後に受ける実業教育それ自体への研究は立ち遅れてきた。ま
た教育を受けた青年層に関する実証研究も、それほど蓄積されているわけではな
い。 
 以上の問題意識と先行研究の検討をもとに、本論文では３つの論点を設定した。
一つ目は、呉成哲や駒込武が提示した、被植民地民が植民地教育に賭けた（賭けざ
るを得なかった）「夢」と、その「現実」を、両校に沿って叙述することで、両校
にいかなる「夢」が賭けられ、またどのような「現実」が待っていたか、そしてそ
の中でまたどのような「夢」が現れたのか、という動態的関係を明らかにすること
である。二つ目は、両校に通った農村青年がいかなる人々で、どのような教育を受
けていたのかということを明らかにすることである。三つ目は、個々の農村青年に
とって、両学校での教育経験はいかなるもので、その中で学生・生徒はいかに立ち
振る舞ったのかを明らかにすることである。 

まず第１章では、当時の法令や統計、学校長会議史料、各種の新聞史料を用いな
がら、農業学校をめぐって起こった５年制への昇格運動を題材として、朝鮮社会あ
るいは学生の農業学校認識と植民地権力・学校当局とのせめぎ合い、あるいは妥協
の過程を検討した。植民地朝鮮では高等普通学校の設立が制限されており、農業学
校はその「代替」として高等普通学校と比較される存在であった。そのため、進学
・就職機関をより保障してくれる教育機関として5年制農業学校が期待されるよう
になり、朝鮮人学生や朝鮮社会の働きかけと、そうした機能を認めざるを得ない学
校当局の思惑、あるいは戦時体制への移行により徐々に同校の昇格が達成されてい
ったことなどを明らかにした。 
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 第２章では、植民地朝鮮における農業補習学校の展開とその実態を1920年代と30
年代の二つの時期に分けて、その地域での展開過程や朝鮮社会・生徒たちの受容の
ありようを検討した。1920年代には産業教育を普及させたい植民地当局と初等後教
育を充実させたい朝鮮社会、1930年代には農村振興運動に資する中堅人物育成施設
の設立と同様に初等後教育を充実、あるいは農業学校に昇格させようとする朝鮮社
会（朝鮮人生徒）、あるいは同校を就職機関と見做す農村青年やその家族とのすれ
違いを明らかにした。 
 第３章では、筆者が2022年度に公開を受けた忠清南道・公州公立農業学校の学籍
簿、第４章では慶尚南道・南海農業実修学校の学籍簿を利用して、先行研究の成果
や両校の内容を相互に参照しつつ、両校の学生の実態把握を試みた。具体的には、
年齢、出身地域、教育歴、「浪人」経験、自宅の職業や経済規模、進路、正保証人
と副保証人との関係、学生が学校に持ち込んだ、もしくは学校で形成したネットワ
ークの一端などを明らかにした。また戦時期における学校規律の強化（第3章）
や、陸軍特別志願兵制度（第4章）の開始の中で学校が認める「真面目」な学生・
生徒と、その実態とがねじれていく様を明らかにした。 
 第５章では、公州公立農業学校の学生・金氏（舒川郡出身）が4年〜5年次にかけ
て記した日記『生活記録』（1939年）を利用して、戦時期の農村青年が受けた農業
学校での教育経験を論じた。本論では日記や関連資料を通して金氏の経歴などを明
らかにし、彼が受けた1年間の内容やその経験について、金氏の記述からその実態
を検討した。具体的には、金氏の農業教育および「皇民化」教育経験や、校内規律
への反応、その問い直しの可能性とその否定、1939年の大旱魃の状況、また彼の進
路が「郡守」から「大陸軍人」へと変容していく過程などを明らかにした。 
 第6章では、南海公立農業実修学校（1年制）の生徒・R氏（X面出身）が記した
『実修日誌』（1939〜40年）を利用して、第5章と同様に戦時期の農業補習学校に
おける農村青年の教育経験を扱った。具体的にはR氏の経歴などを明らかにすると
ともに、R氏の農業教育や「皇民化」教育経験、校内規律への反応、大旱魃の状況
のありようとともに、R氏が陸軍特別志願兵に「志願」する傍らで教員試験への準
備も進めていく様子を明らかにした。 
 終章では、以上の内容を踏まえて、序章で示した三つの論点に沿って整理・議論
するとともに、その内容を「植民地近代」論での教育・農村をめぐる議論に投げ返
し、今後の課題と展望を提示した。第一に既存の植民地教育史、また「植民地近
代」論で扱われてきた「同床異夢」としての植民地教育、あるいは「植民地公共
性」の対象としての教育（施設）といった議論の枠組みをより動態的な形で明らか
にしたこと、第二に朝鮮人の両学校への「包摂」のされ方について、学校で課され
る規律権力など「近代」を志向する「欲望」だけで論じるのではなく、既存の初等
教育研究でも強調されてきた学校の進学・就職機関としての必要性や、近世以来の
朝鮮社会におけるネットワークの存在を指摘し、および両学校で教育を受けた「農
村エリート」の多様性を示唆したこと、第三に「対日協力」論と関係して、金氏・
R氏が経験した戦時兵力動員における「内鮮一体」の表出の対比、および被動員経
験をも有する彼ら二人が抱いた諸感情（「揺らぎ」）の同時代的、あるいは現在的
な重要性を強調したこと、これらを本論文の研究成果とした。 
 

 
注)論文内容の要旨と論文審査の結果の要旨は１頁を３８字×３６行で作成し、合わ

せて、３,０００字を標準とすること。 
論文内容の要旨を英語で記入する場合は、４００～１,１００wordsで作成し 
審査結果の要旨は日本語５００～２,０００字程度で作成すること。 
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（続紙 ２ ）                            

（論文審査の結果の要旨） 
日本の植民地下にあった1920～1930年代の朝鮮農村では、日本内地とは異なり

中等教育機関が整備されず、また初等後教育の機会も乏しかった。このため実業
教育機関である農業系の学校がその代替的機関としての役割も果たしていた。本
論文は、従来研究が手薄であったこうした朝鮮の農業学校および農業補習学校が
朝鮮農村の人々にとっていかなるものであったのか、その実態を地方青年(男
子）の教育経験に即して実証的に明らかにしたものであり、以下の4点において
学位論文としての水準に十分に達しているものと評価できる。 
 第一に、農業学校・農業補習学校という領域こそ、朝鮮総督府が朝鮮人教育に
かける思惑と、朝鮮人の側での教育にかかわる要求・期待が熾烈に交錯する場で
あったことを解明した点である。本論文では、農業系教育機関での就学を通じて
朝鮮人がさらに進学や官吏就職を目指そうとしたのに対して、総督府があくまで
卒業後に農業に従事させようとしたことをめぐる厳しい交渉を浮き彫りにした。
また地域の朝鮮人有力者の支援をえて農業学校の昇格が実現されたケースに着目
する一方、高等普通学校/農業学校（５年制）/農業学校（３年制）/農業補習学
校という学校間の格差を通じて、朝鮮人の要求が格差ある秩序のなかでより上位
を目指す方向に収斂させられる側面もあったことを鮮やかに示した。 
 第二に、方法論的な側面では、制度史的な歴史叙述と個人の経験を架橋する構
成を試みている点が高く評価できる。自ら発掘した学籍簿に基づき生徒の年齢・
出身地・資産などの分析を通じて両校の社会的な性格を明らかにしたうえで、両
校の生徒自身の手による戦時期の日記・日誌を入手、分析することで、農業学校
および農業補習学校に通った地方青年の教育経験とその両義的な意識のありよ
う、およびその相違を明らかにした。この点は「無名」の人物を対象として個人
の経験の正確な位置づけを具体化した稀有の試みとして高く評価できる 
 第三に、従来、その実態が明らかでなかった植民地下朝鮮の「農村エリート」
論に関わって、「農村エリート」の予備軍ともみなしうる農業学校および農業補
習学校の生徒に着目することにより、その具体像を示すことで植民地期の朝鮮農
村社会の支配をめぐる議論を大きく前進させた。 
 第四に、以上のような対象の選定と方法論的なスタンスに基づく実証分析を通
じて、従来の朝鮮史研究の分野において活発に議論されてきた「植民地近代」と
いう問題提起を深化させる新たな道筋を切り拓いた。 
 以上のように、本論文は植民地期朝鮮の農業学校・農業補習学校を対象に、地
方青年の教育経験という視角から個人の意識の深みまで踏み込んで明らかにした
ものであり、農業・農村史研究、近代朝鮮史研究、教育史研究、日本植民地研究
の発展に寄与するところが大きい。 

よって、本論文は博士（農学）の学位論文として価値あるものと認める。 

  なお、令和 5年 12月 21日、論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した
結果、博士（農学）の学位を授与される学力が十分あるものと認めた。 
 また、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、
公表に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを
認める。 

 
注）論文内容の要旨、審査の結果の要旨及び学位論文は、本学学術情報リポジトリ

に掲載し、公表とする。 
ただし、特許申請、雑誌掲載等の関係により、要旨を学位授与後即日公表する

ことに支障がある場合は、以下に公表可能とする日付を記入すること。  
要旨公開可能日：   年   月   日以降（学位授与日から３ヶ月以内） 


